
 

☆12 月 16 日（水）43 回生２年７組 JICA 関西訪問 

 ３月に行くはずだった JICA 関西にやっと行くことができました！欠席者なしでした。 

とても寒い一日でしたが、しっかり講義を聞いてワークショップをして、たくさん刺激を受けて 

いい一日になったのではないかと思います。 

 

①JICA 関西国際センター事業概要説明 

 JICA (Japan International Cooperation Agency)は 

ODA (Official Development Assistance)の実施機関

で、その活動はすべて税金でまかなわれています。120

種以上のボランティア職種があり、20 歳～69 歳まで

の人をボランティアとして海外に派遣しています。 

 

Q1 次のうちで、輸入 50％以上のものはどれ？ 

  １ スマホ ２ テレビゲーム ３ 自転車  

４ ハンドバッグ ５ 眼鏡 ６ 目覚まし時計 

 

Q2 世界で１年に援助している食料は 320 万トンです。では、日本で１年に捨てる食料は次のう

ちどれ？ 

  １ 160 万トン ２ 320 万トン ３ 640 万トン 

 

Q3 人ひとりが人間らしい暮らしをするために１日に必要な水の量は？ 

  １ 50ℓ ２ 100ℓ ３ 300ℓ 

  （日本人は１日あたり、1 人平均 289ℓ使っています。） 

 

日本も戦後はユニセフからの援助を受けたり、2011 年の東日本大震災の際には、世界 174 の

国・43 の国際機関から、約 1,640 億円の支援を受けていたりします。 

信頼関係を築き、世界とつながる。 

それが JICA 関西のモットーです。 

 

②青年海外協力隊体験談：大西里奈さん（派遣国：マラウイ） 

 2017 年から 2019 年の２年間、マラウイに行かれた大西さんの話を聞きました。マラウイでは

いくつかの学校を回り、表現芸術（音楽＋図工＋体育）を教えてこられたということでした。「も

ともと英語が好きだったけれど、ボランティアに興味があったわけではない。大学で英語を学び

続けることに疑問をもち、ポルトガル語を学び始めてブラジルへ留学したことから、“貧困と教

育”への関心が高まったのがきっかけなんです」とおっしゃっていました。 
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マラウイでの生活の話は、私たちの住む世界とは違いが大きくびっくりすることがたくさんあ

ったようでしたが、日本では絶対に体験できないことをし、学び、考える中で得たことはきっと、

これからの人生に活きていくものだと思います。 

 

現地の子どもたちと作ったという Music 

Video は本当にすばらしく、子どもたちの笑顔

がとても印象に残りました。（内容はかなり過激

なものでしたが） 

『初めは自分の居場所がある、ということを

求めていたけれど、活動していくうちにそうで

はないということに気づきました。最終的には

自分がいなくてもマラウイの人たちが自分たち

でやっていけるようになることが、この活動が

成功したといえることなんだと思えるようにな

りました。』 

とおっしゃっていました。 

 お昼ご飯はケニア料理でした。おいしく

いただきました！ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼食のあとは施設見学をしました。広報展示 

室と資料室を見せてもらいました。国際協力にちな

んだ様々な「見て、触って、体験できる」展示がた

くさんありました。資料は、国際協力や開発教育に

関連するものだけでなく、防災やボランティア関連

のものが充実していました。 

みなさんに考えてほしいこと。 

①「支援」は誰のため？何のため？ 

②国際化とグローバル化、どう違う？ 

③人種差別、自分の中にはない？ 

④日本は幸せ？途上国は不幸？ 

⑤今すべきことは？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ワークショップ：津田かおりさん（派遣国：マラウイ） 

最後にワークショップをしました。マラウイのいいところ、直すべきところを書き出して、ク

ラスのみんなの意見を見てまわったあと、いいところをさらに伸ばすためにはどうしたらいいの

か、直すべきところをどのように変えていったらいいのかというプロジェクトの立案をしました。

新型コロナウイルス感染症の関係でグループワークができず、個人でのワークになりましたが、

短い時間でもしっかり考えておもしろいプロジェクトを立案していたのには驚きました。１つだ

けでなく、たくさん考えてくれていた人もいましたね。発表してくれた人、ありがとう！ 

  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前にマラウイの国のことを知っていた人はほとん

どいなかったと思いますが、自分の知らなかったことを

知れたこと、話を聞いて感じたことを大切にしてほしい

と思います。 

そこからまた新しい世界が広がっていくこともあるだろうし、もしかしたらみんなの中から将

来、JICA のボランティアとして海外に行く人が出てくるかもしれません。 

まず知ること。自分の目で見て、手足を使って行動すること。情報をうのみにせず、自分の頭

で考えること。物事を多面的に、批判的に見ること。 

大西さんがおっしゃっていたことをぜひ実践してみてください。 

 

１年７組のみなさんは３月４日（木）に訪問します。楽しみにしていてくださいね。 

 

 

 

 

プロジェクト立案中。みんな真剣でした！ 


